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平成 30年 8月 24日 

 

  松戸市在宅医療・介護連携支援センターについて 

 
高齢者等が病気を抱えながら要介護状態になっても、住み慣れた地域で暮らし続け

られるようにするためには、在宅医療と介護の連携を今まで以上に強化する必要があ

りました。 

そこで、松戸市では平成 30 年 4 月から、松戸市医師会への委託によって、松戸市

在宅医療・介護連携支援センターを開設しました。医療・介護関係機関からの、さま

ざまな困難事例についての相談を受け、支援を行っております。 

 具体的には、食事を十分に摂取することができずに衰弱が進んでいるものの、本人

が受診を頑なに拒否している例や、介護の必要性が専門家の目から明らかであるにも

関わらず、介護認定未申請の例や、その他、ゴミ屋敷という相談が地域包括支援セン

ターや介護支援専門員から寄せられます。 

 在宅医療・介護連携支援センターは、地域の医療機関（地域サポート医）と相談し、

医師による訪問支援を実施するなど、おおまかな診立てが得られることで、介護サー

ビス利用や専門医受診といった支援に繋ぐことができます。このような在宅医療と介

護の連携は、本市として今後ますます重要になると考えます。 

 以下のとおり相談実績等について、ご報告致します。 

 

実績（H30.4～6） 

（医療機関からの相談） 

新たに在宅医療を始める開業医の支援   1医療機関 

在宅医療を行う医療機関からの相談支援  7医療機関 

支援センター専門職による訪問支援   72回 

（地域包括支援センター等からの相談） 

在宅医療介護連携に関する相談支援    54機関 278件 

医師のアウトリーチ（訪問支援）      7件 

 

新たな取り組み 

家庭の困りごとは、一つではなく複数の課題が重なって存在しており、包括的な対

応が求められています。 

そのため、平成 30年 10月から、高齢者等に係る相談支援を行う一環として、障害

児者などの他分野への支援も実施していく予定です。 
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今後の予定 

◎市民公開講座「住み慣れた地域で最期まで暮らすために」 

 日  時：平成 30年 11月 10日（土）14時から 

場  所：流通経済大学新松戸キャンパス講堂 

特別講演：在宅独り死を阻む 10の壁 

講  師：社会学者・東京大学名誉教授・ 

認定 NPO法人ウィメンズアクションネットワーク(WAN)理事長 

上野 千鶴子先生 

 
【問い合わせ先】 

福祉長寿部高齢者支援課  ☎０４７‐３６６-７３４３ 
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